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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 佐賀県政策部MIGAKI担当 

②事業名 波戸岬少年自然の家利活用検討事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

山や海などの豊かな自然、歴史・文化、食など多くの魅力的な地域

資源があふれる波戸岬エリアの更なる価値の向上に向け、波戸岬少年

自然の家をどのように利活用していくべきかについて、今後、調査・

検討を行っていくことを予定しているが、その事業手法について、民

間事業者からの助言・提案も求めている段階。 

④サウンディングの目的 ○唐津市鎮西町の波戸岬エリアは、目の前に玄界灘が広がる豊かな自

然、全国から名だたる大名が集結し歴史・文化の拠点となった肥前名

護屋城、全国的にもイカで有名な呼子に隣接するなど、地域資源があ

ふれる一級の観光地であり、ターゲットは、波戸岬エリアを訪れる全

ての方を想定している。 

〇エリア内にある「波戸岬少年自然の家」は、県内の少年自然の家３施

設のうち最も利用者が多く、海型施設ならではの体験や九州内で最も

新しく充実した環境など魅力ある施設ではあるものの、利用者の多く

は施設内での活動に留まっており、波戸岬エリアにある宿泊施設であ

りながら、そのポテンシャルを十分に活かせていない状況。 

そのため、波戸岬少年自然の家の本質的な価値を磨き上げること

で、エリアの価値をさらに高め、エリア内の回遊及び交流人口増加の

拠点となるような集客施設へと変えていくことを考えている。 

○上記の観点から、施設の利活用について民間事業者が有する柔軟なア

イデアを取り入れたいと考え、サウンディングを実施するものであ

る。施設の利活用方法については、サウンディングを踏まえ決定する

予定である。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○どのような活用が考えられるか、また、どの手法が適しているかにつ

いて提案いただきたい。 

○県内外のみならず国内外からも多くの方が集まるような仕組みや地

域資源を活用した事業があれば、提案いただきたい。 

○その他、以下の点についてご意見をいただきたい。 

・広域的な視点から本施設を拠点とし、周遊を促す仕掛けづくり、周辺
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施設を含めた開発アイデア 

・同様に広域視点での新たな体験、イベントづくり 

・地域資源を活かした賑わいの中心となる拠点づくり 

・波戸岬でしかできない特別な体験（学び、レジャー、憩いなど）を提

供する唯一無二のアイデア 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4. 金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（ 増築など ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI事業（   ）方式 ２.DBO方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（             ） 

 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

波戸岬周辺の交流人口増加の可能性を探るため、波戸岬エリアのポテン

シャル（観光素材、人流など）を調査した上で、民間事業者にサウンデ

ィングを実施し、運営手法・整備手法の方針検討を行う。 

⑥現状及び課題  波戸岬少年自然の家は、海に隣接した立地や充実した環境、自然を活

かした体験ができる施設として、多くの方に利用いただいているが、利

用者の半数以上が県外の学校や青少年団体である。また、施設の規模が

大きいこともあり、他の施設に比べ指定管理料が高い現状。 

このため、より効率的で効果的な活用方法があるのではないかとの考え

から今後の利活用について調査・検討を行う。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

波戸岬少年自然の家の本質的価値を磨き上げ、波戸岬エリアの価値を

更に高めていくために、今後の波戸岬少年自然の家の利活用について運
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考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

営手法・整備手法などを含めて考えていく必要がある。 

なお、建築されてから 25年が経過しているため計画的な設備の更新

が必要。 

宿泊棟や生活棟については、事業手法に応じた大規模改修が可能。 

また、集客施設として必要な機能を追加するための建て替えなどの検

討も可能とする。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 佐賀県唐津市鎮西町名護屋 5581-1 

（唐津駅から車 50分、多久 ICから車で７０分） 

②敷地面積 80,332㎡（延床 7,071㎡） 

③土地利用上の制約 用途地域なし（白地地域） 

参考）現在の建蔽率 7％、現在の容積率 9％ 

④所有者 佐賀県 

⑤周辺施設等 ３km 圏内に、波戸岬海浜公園、波戸岬キャンプ場、名護屋城博物館が

立地 

５km 圏内に、朝鮮出兵時の武将陣跡が点在、呼子朝市、マリンパル呼

子、玄海エネルギーパークなどが立地 

⑥対象地周辺の環境 指定避難所（洪水、土砂災害、地震、高潮、津波） 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

開所：平成 11年 4月（築年数 25年） 

構造：鉄筋コンクリート造   耐震補強：不要 

施設：管理・研修棟、体育館、生活棟、宿泊棟、屋外炊飯場ほか 

宿泊定員：300名   駐車場：普通車 50台、大型バス 9台 

電気、ガス（プロパン）上水道、下水道（浄化槽）あり 

現指定管理期間（年度）：R2～R6 

【特徴】 

唐津市鎮西町の玄海国定公園内にあり、玄界灘を一望できる青少年教育

施設。 

カッターボート活動、シュノーケリングなど、海の近くの施設ならでは

のプログラムが人気です。周辺には名護屋城跡や有名武将の陣跡もあ

り、歴史学習もあわせて楽しむことができる。 

 

■添付資料 

①：基本情報 


